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研究ノート
いわゆる「飢餓の40年代」について
矢口孝次郎
Ｉまえがき
経済史上－ひろくいえば歴史上一のある時期や一連の歴史的事実の解釈に関して，
ある観点からの特定の一般化が行われて，それが若干の時期に亘って相当の支配力をもつ
場合のあることは，しばしばみられるところである。また一方，こうした解釈が後日の研
レジエンド ミス
究の進展につれて批判され，ときIこはそれらの解釈が「伝説」ないし「神話」に過ぎない
ものとまでいわれてしりぞけられる場合のあることも,またわれわれの知るところである。
産業革命後の労働者の生活状態に関するいわゆる「悲観説｣，特にハモンド夫妻の見解が，
そのような運命をもつ１つの例であるが，もちろん，そのような批判に対してもさらに別
の立場からの反批判のあることは，われわれがすでに指摘したごとくである１)。
ところでひとしく産業革命後のイギリス労働者の状態に関するものであるがジ同じよう、
な批判をこうむっているものに，いわゆる「飢餓の40年代」“TheHungryForties”と
いう用語ないし概念がある。すなわち，1840年代のイギリスの人民特に労働者のおかれた
状態仇食料を始めとする生活物資の価格の謄貴と不足，低賃金・長時間労働と失業等の、
現象を伴って,まさに「飢餓の10年間」“hungrydecade”であったという見解がそれで≦
あるが，これまた，近年，一つの神話に過ぎないものとして批判されているところであ
る。
この用語に関する検討を試みたチャロナーは，この用語を「産業革命」「ラダイツ運動」
(Luddism）等の用語と並べて，「それらは，政治家，ジャー ナリストおよび一般社会の知‘
的の用具(mentalstock-in-trade）となり，その過程において神話的な重要性を有する
にいたった」と称しているが2)，実は「飢餓の40年代」という用語は，ほかの２つの用語
1）拙著『産業革命研究序説』Ｖ参照。
2）Ｗ,HChaloner,刑ｇ助泥gryFbγ純s､1957.ｐ､1．
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ほど広く普及しているわけではなく，ことに専門の研究書においては，それほど多・く使用
されてはいない。とはいえ，一般的な著述において，あるいは一般用語として，しばしば
用いられていることは周知のごとくであって3)，その故にこそチャロナーもこの用語に関
して検討を試みたのであろう。
Ⅱ「飢餓の40年代」という用語の成立について
ところで，この用語の生れ出た事’情は，他の多くの歴史上の用語と異って，著しく特殊
なものであった。まず遡ってみるに，チャロナーの指摘するように，この用語は1840年代
当時においては見出されなかった。例えば，リチャード・コブデンがその演説においてこ
の語を使用したといわれているが，その演説を収録編集したRichardCobden,助egcﾉzgs
O〃Ｑ"9s加"ｓｑ/,励城ｃＦｂ此y,ｅｄｂｙＪｏｈｎＢｒｉｇｈｔａｎｄＪ、ＥＴ・Rogers,１８８４には
それは見出されないという｡その後についてみても，産業革命に関する古典的著述である
Ａ,Toynbee,Lgc〃ＧＳＣ〃伽肋”Ｗ”Ｒｇ〃o〃”ｑ/･伽ＥｊｇZｵeg伽Ｃｅ伽γｙ釦
Ｅ"gﾉﾋZ城１８８４にも，また周知のＦ,Engels,剛ｇＣｂ"dj肋〃ｑ/､伽Ｗbγ伽ｇＣ伽ｓ
”助g〃Ｚｄの1884版への序文にも，それは見出されない')｡.それならば，この用語は，
何時何人によって生み出されたものであろうか。
それは極めて特殊な事'情によるものであって，１９世紀末葉から20世初頭へかけての保護
貿易政策の復活に対する自由貿易主義者の反対運動に結びついている。すなわち，当時の
イギリスは，国内的要因もさることながら，国際的にはいわゆる「ドイツの侵略」「アメリ
カの侵略」などの影響によって「大不況」に見舞われ，輸出は漸次衰退の過程をたどりつ
つあったが2)，このような傾向に対して当然に拾頭してきたのが，種々の組織と名称をも
った反自由貿易運動，さらにいえば保護貿易政策の復活であった。とくに新しい帝国主義
の代弁者チェムバリンJosephChamberlainの関税改革同盟(TariffReformLeague）
によって代表される保護主義運動がそれである。その中においても，1902年に保守党の蔵
相ビーチHicksBeachによって行われた小麦および小麦粉の輸入に対する登録税の賦
3）その一例として，サムプルックＧ,Ａ,Sambrookは，その編書助g此〃Ｚ,沈加
伽Ｍｸ､伽”〃α"如秒,１９５０中に，Disraeliの小説砂〃中の一文を収録するに当
って，その表題を‘Labourers'Ｈｏｍｅｓｉｎｔｈｅ“HungryForties，,,としている。（p，
136)．
1）Chaloner,伽‘.ｐ､１…
2）詳しは荒井政治箸『近代イギリス社会経済史』第３部特に第11章参照。
3４
いわゆる「飢餓の40年代」について（矢口）２５３
課は自由貿易主義者の激しい反対運動を誘発した。その反対運動の代表的人物の１人が，
リチャード・コブデンの女婿であり，急進的な政治評論家でもあったフィッシャー・アン
ウィンＴ､FisherUnwinである。彼は，保護貿易政策の復活が，食料品を始めとする諸
物価の謄貴をもたらし，国民生活を不幸に陥らしめるものであることを国民に訴えるため
池
に，すでに経験済みの19世紀前半における保護貿易政策下の不幸を新しい世代の人々に知
らしめようとして，１つのプランを考え出したのである。それは，保護貿易主義に支配さ
れていた1840年代が国民にとっていかに苦難と困窮の時代であったかを，当時の生活の経
験者，とくにもっとも不幸な状態におかれた各種の労働者みずからをして語らしめようと
することであって，その訴えは次のような書翰のかたちをもって数種の新聞に掲載され
た3)。それはつぎのとおりである。
「拝啓私はつい先日新聞に掲載さたれローズベリー卿LordRoseberyの書翰の中
で，卿が,保護主義の下における悲惨な状態を記I億している人々は,今こそその経験を同胞
たちに語る機会を失ってはならないと述べているのを読みました。そして卿はさらにすす
んで次のように述べております。すなわち卿の見解によれば，そのことは明らかにそれら
の人々が自国に対して負う義務であり，彼れらの供述は……若い世代の人々の言葉に比べ
てはるかに有効であるということ，および彼らが壇上に立って保護主義下の事実に関する
証言を行うならば，彼らは現代に対して測り知るべからざる貢献をなすものであるという
ことであります。私はすでに多くの人々が公開の壇上において卿の提言を実行に移してい
ると信じます。しかしいま私の念頭に浮んだことは，世の中にはあのいまわしい往時を物
語るところの私的の文書や日記を蔵していたり，あるいは,年令や経験によっては,その回
想や体験をありのままの言葉で述べることを望んでいる多数の人々がいるに違いないとい
うことであります。さらに『飢餓の40年代』における商売人の取引書類や家計の記録など
もまた比較研究のためには興味があり有用であると思います。このような興味ある文書の
若干のものは，すでに新聞紙上で公にされていますが，いま私はこのような文書を蒐集し
ようと思っていますので，読者諸君の中の何人でも，その所蔵する何ものかを提供して頂
くならば幸甚に存じます。私はこの提案に対して十分な応答が得られたならば，その結果
を書物のかたちで公刊したいと思いますが，それは，読者諸君すべてが常に心の底に懐い
3）その新聞としてManchesterGuardian,ReynoldsNews,ＴｈｅＤａｉｌｙＮｅｗｓ,The
ChristianWorld,TheMethodistTimes，ＮｅｗＡｇｅ等があげられている。（Cha‐
loner,伽αｐ､4)．
●
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ていると私が確信する自由貿易主義という大義のためであります。.．…．敬具｣4)。
なお上述の書翰の中に引用されているローズベリー卿の書翰については，それがいづれ、
に掲載されたかは未知であるが，彼が1903年にシェフィールドで行った講演中の次のよう
.な言葉がチャロナーによって引用されている．すなわち，「諸君の父親たちは，保護主義
が圧倒的に支配していた時代においてわが国の状態がどのようなものであったかを諸君に
物語ったに違いないと思います。もし物語ったことがないならば，そして父親が在世なら
ば，それを尋ねてみて頂きたい。私は新しい政策（いうまでもなくチェムバリン指導下の
保護貿易政策一筆者）は，1846年という年を記憶しておられる。健全な精神を有するわが
国の男子からは，１票の賛成も得られないと思うものであります。ましてや婦人からはそ
れは得られません。保護主義の時代を記憶している人々は，おそらく，その不幸をふたた
びわれわれにもたらすようなことに対して，ふたたび１票を投ずることはないでありまし
ょう｣5)と。
このようなローズベリーの言葉がアンウィンをして上述の訴えをなさしめた一因となっ
たであろうことは疑いないと思う。
さて上述の訴えに対して，その後数多くの回答が手紙，日記その他の叙述をもって寄せ
られたが，さらにその上にすでに各地で刊行されたパンフレットや新聞への投書などから
若干の事例を引用収録して編集されたものが，問題の書物Ｔﾉｂｅ肋"gZyFbγ地s：Ｌ舵・
”dgγ伽Ｂγg”nzjr：伽cγ抑伽械gγｓα”ｏｵﾉｂｅ”es"”伽sβ0"ｃＯ脚”oγα〃
勿伽essgs,1904,ＰP､274である。それには，リチヤー ド・コブデンの娘であるアンウイ
ン夫人JaneCobdenUnwinの序文（pp､17～54）と，等しく自由貿易主義者であるビ
リアー ズBroughamVilliersの"TheEnglandoftheLetters”というコメント（第
７章）とが付されている。このようにして，この書物の刊行によって，「飢餓の40年代」
という用語がはじめて明白なかたちで生み出されたのであった。
Ⅲアンウィンの編書の内容について
この書物には手紙その他のかたちで叙述された証言が大体地方別に区分されて収録され‐
ているが，それはおよそ次の通りである。
まず第１章にはハーフオードシャーを含むミッドランズ地域からの９通の手紙が収録さ~
4）〃ｇＨ肋g"Ｆｂγ地s：Ｌ舵〃""γ伽励ｇａｄ乃力,1904,ｐｐ,18～19
5）JChaloner,伽.ｐ,4．
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れており（pp､57～84)，第２章にはイー スト・アングリア地域からの４通の手紙（ｐＰ８７
～114）と，ノーフォークの自由貿易主義者がその地方の古老たちとの面接を記録したパン
フレットからの７人の記録(pp､114～128)が収められている。第３章には西南部からの１１
通の手紙､(PP､132～156）が収録されているが，この地域に関しては，それとは別に，特
に序文の中にサセックスの村落の労働者との面接記録(PP､21～54)が詳しく収められてい
る。なおその村落がほかならぬリチャードロコブデンの出身地であるヘイショツト村Hey‐
shottVillageであるということは，この際注目すべき点であろう。さらに第４章には西
南地域ウエセックスからの８通の手紙（pp､159~192）が，第５章にはヨークシャー,ラ
ンカシャー等北部地域からの手紙やパンフレットからの引用６例（PP､195～223）がそれ
ぞれ収められている。最後の第６章は「他の地域」として，スコットランド,ウェールズ，
アイルランドその他の地域からの６通の手紙（pP227～250）が収録されている。こうし
．ぎ
て，全体としてみれば，主要なものだけでも50余の証言が，収録されているわけである。
さてこれらの手紙のその他文書の意義に関して，アンウィン夫人はその序文の中で，南
部の場合に言及しつつ「これらの叙述は，イギリスの他の地域からの叙述と同じような事
実を物語っており，また19世紀前半におけるイギリス農村の生活の生き生きとした描写を
提供しているのであって，‘恒久的・文献的価値を有するものとなるであろうと信ずる」と
いい，さらに付言して「それと同時に法律の力によってイギリスをふたたび飢餓の40年代
に引き戻そうとする狂気的な激烈な運動に対する実際的に効力のある解毒剤となるであろ
う｣'）といっている。
果してそうであろうか。そこでその点を考える前に，われわれはアンウィンの編書の内
容を一応検討してみなければならないが，その結果として，われわれは次のような特色を
指摘することができると思う。
まず第１の点は，いうまでもなく，これらの文書ないし証言は,「飢餓の40年代｣の裏付
けを求めようとするアンウィンの訴えに対する応答である点から，当然に，その年代の生
活の困窮難渋の回想叙述であるということである。すなわちうその回答の大部分は，農村
｡f
の労働者あるいは農民からのものであって，何よりもまず，保護主義の下における食料を
始めとする諸物資の価格の謄貴と不足を訴えており，その証言は40年代はもとより,'３０年
代にも遡り，またあるいは50年にも及んでいる。その数多くの証言をここに引用すること
はできないが，１例として１人の農民はこう述べている。「私は，私の兄弟や姉妹が，し
1）Ｔ/ｚｇ肋"g妙Ｆｂγ地s､：Ｌ舵〃”gγ伽Ｂγg“Tcz",ｐ､54.
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ばしば夕食もとらずに就床し，床の中で，翌朝の食事には少さな－片の小麦ケーキを食べ
ることができるであろうと考えながら一時にはそれを夢にみることで－満足していた
｣2)と。またある者は，紅茶の代用品を求めるために，「焦げ残りのパンの皮や乾燥した草
や紅茶の出しがらを，有福な人々の家から恵んで貰って歩いた｣3)と。そして多くの人々
の訴えるところによれば，当時は食料品の価格は現在（19世紀末以降）の２倍に近く，そ
の他の物資の価格もそれに準じていたが，それというのも「人間の役に立つと認められた
すべてのものには税金が課せられ，かくて食料も，衣料も，家具も，旅の仕方も，その他
の多くの慣行やしきたりも，すべてが現在のものとは全く異っていた｣4)からである。中
でも最も強く訴えられているのはいうまでもなく主食の不足であって，肉類は勿論とし
て，特に主食パンについては，「保護主義の時代の不作は，パンの価格の謄貴を意味する
だけではなく，不良の質のパンを意味した」のであった。こうして，パンの質の悪化は，
小麦のパンからライ麦のパンへ，さらにそれから消化不良の大麦のパンへと移行して，い
わゆる「大麦のパンの恐怖」を生み出したのである5)。のみならず，それすら得られない
場合には，それを補うものとして，じやがいも，かぶら，豆類，きやくつ，たまねぎ等に
たよらざるを得ず，しかもそれすら正常に入手できないために，畑からの作物の盗難が瀕
発したのであった6)。このような証言は，枚挙にいとまないのであるが，注目すべきこと
は，それらと並んで，低賃金，長時間労働，労働の強制等が訴えられ，さらには社会生活
の破壊の実‘情が訴えられているということである。
このようにそれらの証言は何れも言を極めて当時の困窮と苦難を訴えているが，さらに
注目すべき第２の点は，それらの訴えのほとんどすべてが，その困窮と苦難の原因が保護
貿易政策にあることを指摘している点であって，また当然に自由貿易政策を賛美し，それ
による救済を叫んでいることである。例えば，保護貿易政策の下において餓死に瀕したと
称する１人は「労働者諸君，．…．．もし諸君があの暗黒・冷酷な時代に生きていたとした
ら，自由貿易によってもたらされた諸君の幸福がどのようなものであるかを知りうるであ
ろう｣7)と訴え，またある者は当時の農村における「貧困の増大，犯罪の増加，死亡の増
2）伽ａ.Ｐ､167.
3）〃ａ.ｐ､257.
4）伽α・Ｐ､184.
5）め〃.Ｐ､143.261.
6）伽..ｐ､177.261～3.
7）必〃.ｐ,６５．
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加」を指摘した後，「これらのことは，わが国の穀物価格が１クオター80シリングに達す
るまでは，海外からわが国への穀物の自由な輸入を厳格に禁止したあの惨酷な法律のもた
らした結果の一部である｣8)といっている。さらに，あるものは，保護政策の下でみられ
た事態が農民や労働者の士気をいかに狙喪せしめたか，またそれに基づく独占の傾向がい
かに農耕の進歩を阻害したかを指摘した後，「しかるに，自由貿易は農耕方法を革新せし
むることとなった」といっている。それというのも，「立派な有能な農民は，彼らを救済
するものは優れた農耕であること，また豊かな生産は物価高の損失を補うものであること
を知って，農耕地の生産高を最大限に増大するために熱心に努力した｣9）が，それは自由
貿易の下においてのみ可能であったからである，といっている。このように両政策の功罪
の対比は,特に食料品に関して最も明白に説かれている。それを端的に指摘したものとし
て例えば，「憎むべき穀物法廃止前においては……日常生活に関するあらゆる種類の食
料品は現在におけるよりも二倍の価格であった。……しかるに，自由貿易が確立されて以
来，あらゆる必需品の価格は低落し，貧民たちが以前には手にすることのできなかった多
くのものを入手する途が拓けてきた」が，これらのことは「ブライト，コブデンその他
の民衆の味方である人々の努力の賜であったのである｣'0)という言葉をあげることができ
る。
以上のように，これらの手紙その他による証言に共通する特質は，1840年代における困
窮と苦難の回想であるとともに汎保護貿易政策の呪誼論難と自由貿易政策の賛美である
が，そのことは，本書の末尾に付せられたコメントの中でビリアーズによっても自認され
ている。すなわち，彼は「あらゆる種類の人々の書き送ったこれほど多くの手紙が集めら
れたということは，現実の事態の奥底において,『関税改革論者』に対するいかに強力な
反対の戦いが行わるつつあるかということを，明らかに示している。チェムバリンの追従
者たちに対する戦いは，単に演壇上や新聞紙上で行われているのみではない。ここに公刊
された手紙類は，相当数に達してはいるが，それらは，高価なパンの往時を記憶する百万
人あるいはそれ以上のイギリスの男女の極く一部分によって書かれたものに過ぎないので
ある｣'')と述べている。
以上の経過によっても知りうるように，「飢餓の40年代」という言葉は，自由貿易主義
８）必”.ｐp､204～５．
９）め〃､ＰＰ９６～115.
10）伽..ｐp,136.138～9.
11）わ〃.Ｐ､２７３．
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者アンウインの訴えによって生み出され，それに呼応して一般人の口にのぼるようになっ
たわけである。ところで,チャロナーの指摘に従えば，実はそれは２０世紀の初頭にいたっ
てこれらの自由貿易主義者によって卒然として生み出されたわけではなく，その源流はす
でに40年代に反穀物法同盟によって行われた「飢餓宣伝」（hunger-propaganda)の中に
認められるという。すなわち，反穀物法同盟は当時すでに1842年の経済状態に対するかな
りの調査を始めていたが，その後，穀物法がイギリスの貿易・商業・製造業等におよぼし
た影響を調査検討するための委員会を設けた。その結果，1843年の同盟代表者総会に提出
された報告書は，イギリス労働者の生活が労働需要の減退，賃金の低落，失業，生活水準
･の低下等の現象を伴う陰惨な状態にあったことを記述している。このようにして，特定の
用語こそ用いなかったが，反穀物法同盟のいわゆる「飢餓宣伝」が，1840年代が労働者階
級に対して特に苦難の10年間であったという印象を生み出すについて，明らかに一半の責
任があるというのである'2)。
Ⅳこの用語の妥当性について
以上がアンウィンの編書の内容の主たる特色であるが，最後に，それならば「飢餓の４０
年代」という用語は果して当時の生活の実態を正確に把握表現しているものであろうか，
というその用語の妥当性に関する問題が残されている。しかし現在までのところ，この問
題を正面からとり上げているのは僅かにチャロナーの研究があるのみであるから，われわ
れもひとまず彼の説くところをききたいと思う。
：彼はまず「飢餓の40年代」という考え方に対する反論の古典的なものとしてクラッパム
'の見解')をあげている。すなわち，クラッパムは，イギリスにおける1840年代は－アイ
ルランドのことを考慮の外におくとすれば－，ロンドンにおけるパンの平均価格から判
【断して，1830年ないし1850年代と比べて，より飢餓の状態にあったとはいえない，と主張
している。もっとも，クラッパムも，1838年から1842年にいたる期間が比較的に困難な時
吾期であったことは認めているという。次いでチャロナーみずからは，この時期の困窮は，
､アイルランドにおけるじやがいもの不作と飢鯉（1845～７）という悲劇と重つたために，
1842年末から1847年にいたる時期が一般的繁栄と貿易の復活によって特徴づけられるとい
12）αzα伽eγ,〃α,Ｐ,７．
１）1945年10月のManchesterStatisticalSocietyにおける報告，“ComLawsRepeal，
FreeTradeandHistory'’による－Chaloner，必越．ｐ､６．
つ
４０
ざ
いわゆる「飢餓の40年代」について（矢口）２５９
う事実を不明ならしめる結果となったと称している。そしてその繁栄の事実を立証するた
めに，鉄道建設事業の拡大に基づく労働需要の増大とそれに伴う繁栄を説くトウークの解
釈2)と，４０年代中葉の繁栄についてのウッドの回想3)とを引用している。これらの説明か
らみて，チヤロナーは，1840年代はその初期においてこそある程度の困窮はみられたが，
決して「飢餓の40年代」などとして把握することは当らない，と主張しているものと考え
られる。
なおここで一言しておきたいことは，上述のクラッパムの主張やチャロナーの解釈にお
いては，当面の問題に関しては，アイルランドの状態は別個の問題として取扱うべきもの
と考えられていることである。この点は後にも一言するところであるが，ここに述べてお
きたいことは，アンウィンの収録した手紙の中にはアイルランドの場合も含まれていると
いうこと，しかもそれがより以上に強く苦難と不幸を訴えているということである。例え
ば，ある１人は「人間の悲痛悲哀についてのあらゆる描写の中で，……私の生れたアイル
ランドは最も暗黒な。最も非難さるべき特徴を示している。飢餓・飢鯉肩疫病などのかた
ちで現われて人類に脅威を与えたあらゆる恐るべき不幸」がそれであり，また一方「チヤ
ーチスト運動は低賃金と高価な食料に対する激しい反抗であった。またそこにみられた労
働の搾取と収奪は，最低の文明形態にとってさえなお恥辱であった」といっている4)。こ
のような訴えをアンウィンは，他の場合と等しく考慮の中に入れていたと考うべきであろ
う。
さて次に問題としてとり上げられているのは，ひろく普及しているコールとポストゲー
トの共著〃gCbf7z池0〃〃”ん中の一章である5)。この２人の著者はその書の第26章に
「飢餓の40年代」という表題を付しているが，これはこの語の用例としては代表的のも
のであるといえよう。ところが，実はその章の大部分はビールの下で制定されたBank
CharterActの成立，１９世紀初期の株式会社制度の法制上の発展，1830年代および40年
代の鉄道ブーム等の説明に当てられ，さらに若干の部分が都市化の進展と都市人口に対す
るその影響に当てられている．こうして当面の問題に関連のある労働者の生活状態につい
ては僅かな部分（18ページ中の４ページ弱）が当てられているに過ぎないのである。その
部分において，著者たちは，この問題に関連して周知のウッドＧ､Ｈ､Ｗｏｏｄとシルパ
2）Ｔ・Tooke,ＡＨｉＳ＃叩ｑ/,〃伽s,Vol.Ⅳ，ｐ､58.-Chaloner肋〃.ｐ､7.
3）ThomasWood,Ａ”o伽gγ”紗.1956,ｐｐ,14～15,-Chaloner,伽｡.Ｐ､８．
４）〃ｇ助"g〃Ｆｂγ"鍋:Ｚ,娩況"”伽〃ｅａａｎｚ力,ｐｐ､243,245.
5）Ｇ､，.Ｈ・ＣＯｌｅａｎｄＲ.Ｗ･Postgate，ＴﾉｸｅＣｂ沈沈o〃〃Qクル,1938．chap､ＸＸＩＶ．
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一リングＮ､Ｊ,Silberlingの賃金や物価に関する統計や指数を引用しつつ，次の２点を
結論しているのである。第１点は「労働者階級の最悪の苦難は1838年から1842年の間に認
められる」ということ，第２点は「1850年にいたると，物価の低落によって，農業労働者
を除く労働者階級の大部分の実質賃金は大幅に増加したが，このような恩恵は1842年以後
にいたるまでは感じ始められなかったのである｣6)ということである。このように，コー
ルとポストゲートの共著においては，その１章に「飢餓の40年代」という表題をかかげて
いるにもかかわらず，その用語を妥当ならしむるに価するほどの史実の立証は行われてお
らず7)，結局は「ある言葉のもつ力がいかに人の批判的能力を弱めてしまうものであるか
を示している」という批判をこうむっているのである8)。
このように各種の側面から検討を試みた後，チャロナーは最後に極めて真実に近いもの
として，フォーダムMontagueFordhamの言葉を引用している。すなわち，「いわゆ
る『飢餓の40年代』は，ブリテンにおいては特に貧困な時代でもなければ，また特に食料
価格の高い時代でもなかった。事実，４０年代中にはただ１年だけ食料の高価の年があった
のみである。……しかも，まさに奇妙なことではあるが，それは実質的には自由貿易下の
年である1847年であったのである｣9)と。
以上がこの用語の妥当性に関するチャロナーの批判ないし見解であるが，さきにも述べ
たように，いまのところ，「飢餓の40年代」の問題を正面からとり上げたものは彼の小冊
子のみであり，またそれに対して特に反論を試みているのも見出されない。ただ僅かにホ
ッブスボームが，いわゆる「生活水準」に関する周知の論争の中で，消極的ながらそれに
言及しているので，最後にそれについて一言しておきたい。
すなわち，彼は19世紀前半におけるイギリス労働者階級の生活水準の問題に関連して，
6）ColeandPostgate,伽62.ｐ､302～4.
7）なおコールは他の個所でもしばしばこの用語を使用している。例えばある個所では
「1850年と70年代中葉との間の年月は，全体としてみれば，異例な前進的な繁栄の時期
であった。つまり，飢餓の４０年代に続いたものはすっきりとした繁栄の５０年代であっ
た」などとして用いているが，特にその用語に対する説明は試みていない。（ＧＤＨ・
Cole,‘SⅥzoγオＨ７Ｓｵ０秒"伽〃伽〃Ｗｂγ伽ｇＣ肱ｓ耽りg沈獅,Ｎｅｗｅｄ､1952．ｐｐ、
147.157）
8）Chaloner,必〃.ｐ､８．
９）MontagueFordham，〃"α伽'ｓＴγαｄｇα”Ａｇγ加伽γ9,1932．ｐｐ､２８～29-
Chaolner，必〃．ｐ､１０．
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